
＃１６９：カトリック信仰（ローマ法王教）は法王を神とする異教、ダニエル

書・黙示録の「獣」であり、狡猾で心霊現象も使う悪霊中毒の陰謀首謀者。 

●Catholicism（カトリック教義、カトリック信仰 ʺ˒ʩ ʑʬˣʺ ʕ̫ ）で検索。七文

字キーワードで第一最小スキップ数290と小さいのは、重要暗号を示

唆する。●カトリシズムとは キリスト教における普遍的（コモンセンス

[共通－普遍通念－概念]）・一般的な理念・信仰・礼拝・実践である

カトリック（公同（こうどう）、を奉じる主義・思想のこと(wiki)。ただ「カトリ

シズム」はとても訳しにくい。端的に言えば「普遍存在である法王を神

として礼拝する考え方・信仰・教義」か。「法王教」と言ってもよい。●

聖書表面テキストとの交差箇所k ヨブ12:20 みずから頼む者たちの

言葉を奪い、／長老たちの分別を取り去り、13:6 今、わたしの論ずる

ことを聞くがよい。わたしの口で言い争うことに耳を傾けるがよい。

13:16 これこそわたしの救となる。神を信じない者は、／神の前に出

ることができないからだ。13:27 わたしの足を足かせにはめ、／わた

しのすべての道をうかがい、／わたしの足の周囲に限りをつけられ

る。14:9 なお水の潤いにあえば芽をふき、／若木のように枝を出す。

14:18 しかし山は倒れてくずれ、／岩もその所から移される。15:6 あ

なたの口みずからあなたの罪を定める、／わたしではない。あなたの

くちびるがあなたに逆らって証明する。◆解説 ①カトリシズムは「み

ずから頼む者たち」の言葉や分別を無効にする＝カトリック信者は法

王の言いなり（奴隷）。②神を信じない者（カトリック）は、神の前に出

ることができない。③神はカトリックに足かせし、行動を監視し制限さ

れる。④カトリックという「山」は崩れ、同じく「岩」も残らない。⑤カトリッ

クは自らの（歴史的）発言によって異教、反キリスト、獣であることを証

明している。●マトリクス解説 非常にわかりやすい。①カトリシズムに

近接・交差して「獣」が二か所に暗号化（最も強固な『重複暗号』）さ

れている。誰もが間違わないようにとの神の配慮、強調暗号である。

➡「カトリシズム（法王教）は獣」である。②カトリシズムは「悪賢い、狡

猾」である。③カトリシズムは「心霊力を持つ霊媒」である。④カトリシ

ズムは「首謀者として陰謀を企てる（企ててきた）」。⑤カトリシズムは

「アルコール（悪霊）中毒」である（聖書では専ら酒は悪霊の喩え）。

⑥カトリシズムには「忠実な信者、支持者」がいる。 

●まとめ 神がここまで明白に交差テキストとマトリクスによって、カトリ

シズム（カトリック教義・信仰、法王教）を断罪するのはよほどのことで

ある。神は「カトリシズム＝終末の獣」を徹底的に伝えたいのだ。 
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霊媒・心霊現象 

●alcoholic アルコール中毒の人 

■animal 動物; 獣 capitalization (Amer.) 

大文字の使用; 資本化; 投資 corre-

spondence 一致; 類似; 文通; 手紙 ●

faithful 忠実な信者たち; 忠実な支持者 

=loyal 忠実な; 忠義な =reliable 信頼でき

る; 確実な foreign 外国の; 外国との; 外

国産の; 外国での; 外部からの ●foxy キ

ツネのような; 悪賢い; 魅力的な（俗語）

=vulpine キツネの; 狡猾な master マス

ター, 主人; 船長; 校長; 飼い主; 修士; 巨

匠; 名人; 先生; 若い男性の尊称 =rule 規

則; 習慣; 通例 支配する; 統治する; 左右

する; 裁決する ●plotting 首謀 陰謀; 

筋; たくらむ; 陰謀を企てる; ●psychic 

霊媒 霊魂の; 心霊現象の; 心霊力を持っ

た relaxed ゆるんだ; 寛いだ; ゆるい; 落

ち着いた sugared 

砂糖で甘くした;

甘ったるい; 甘美な 

カトリック教がダニエル書・黙示録の「獣」である証拠 

「カトリック法王教＝獣」認識は宗教改革の要で、数十年前までのプ

ロテスタントでは常識だった。新共同訳聖書の共同訳出やエキュメニ

カル(#13)、リベラル教義は敵の遠大な計画による。◆まずダニ7章の

「四匹の獣」が第一証拠だ。第一の獣＝バビロニア。第二の獣はメ

ディア/ペルシャ（三つの肋骨とはバビロニア、エジプト、リディアのこ

と）。第三の獣はギリシャ（アレクサンダーの国）。第四の獣は史上最

強(凶)の残虐国、ローマ帝国。ローマの「10本の角」とは十の国家に

分裂した、イタリア、バンダル、ブルクンド、ゴート、ブリタニア、ロンバ

ルド、フランク、ヘルライ、オストロゴス、東ローマ。「小さな角」が勃興

し３本の角（ヘルライ、オストロゴス、バンダル）が抜け落ちた。この

「小さな角」こそローマ帝国から権力を引き継いだ宗教国家「ローマ

法王教」だった。◆ダニ７章には「四つの大きな獣が海から上がって

きた」とある。黙示録17:15には「水」は民族、群集とある。ローマ法王

教がヨーロッパという「都市」から興ることの示唆だ。◆第二証拠は聖

書預言の時間的記述だ。ダニ7:25「聖徒は一時と二時と半時のあい

だ彼に渡される」とある。預言原則は「一日を一年」（一ヵ月30日、一

年は360日）計算（エゼキエル4:6）なので、カトリック法王教成立年の

AD538（オストロゴス国滅亡年）から法王教滅亡年AD1799年（教皇ピ

ウス６世がナポレオンに捕まりアビニョン幽閉され死去）を引くと丁度

「1260年」となり、聖書預言に合致（1799-538-1=1260年）。◆第三証

明はダニ７章と黙13章の預言を比較だ。➡ダニエル預言の第四の獣

（の国）と、黙示録に復活する「獣」は同一の国（宗教国家）だと分か

る。◆「彼はいと高き者に敵して言葉を出し」（ダニ7:25）、「2テサ2:3 

だれがどんな事をしても、それにだまされてはならない。まず背教の

ことが起り、不法の者、すなわち、滅びの子が現れるにちがいない。



2:4 彼は、すべて神と呼ばれたり拝まれたりするものに反抗して立ち

上がり、自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言する。」・・これが「カ

トリック法王教」(#11カトリック,#80法王)である。法王教は民衆から聖

書を取り上げ(#82聖書翻訳)所持者は死刑、天使・聖人・聖遺物の

偶像礼拝、安息日を勝手に土曜日から日曜日(#153日曜礼拝)に変

更（十戒の改ざん）し、「自分は神」だと宣言（過去カトリック文書参

照）、苦行難行・遺物巡礼・免罪符と煉獄教理捏造、司祭への贖罪

の祈り、マリア(#21聖母)をキリストと同じ贖い主にでっちあげ(#72)、

原罪説創作、ミサによる実質犠牲制度継続・・・これに反抗したのが

ルター等の宗教改革だった。この獣が終末に復活（世界の政治と宗

教を統一）し再び聖徒を迫害（プロテスタント撲滅）し、虐殺（殉教＝

本物の聖徒の識別）する・・・直前に神の介入（再臨）があるというの

が、確実な聖書預言である。(#4艱難時代,#5ハルマゲドン) 

ゲマトリアによる証言 

「カトリック教＝ローマ法王教」はローマ帝国の滅亡のあと、その政治

勢力を全て引き継いだ、言わば「第二ローマ」なのだが、ゲマトリアも

その正体を暴露している↓ 

◆カトリックの出版物に「Our 

Sunday Visitor」があるが、１９１

５年４月１８日号に「教皇の公

式名称は、教皇が特別行事に

かぶる三重冠に刻まれている

“Vicarius Filii Dei”」とあり、意

味は“神の御子の代理者”と

ある。ローマ帝国当時のラテ

ン文字ゲマトリア計算で「666」のようだ（私はラテン語は不明）。 

カトリック教と奇跡、悪霊（心霊現象） 

カトリックの奇跡≒聖母の出現だ。①1944年にフツ系住民がツチ系

住民を襲撃した大量虐殺事件を契機に1980年代のルワンダの3人

の少女に聖母が出現して、病や障害や精神の癒しがあった。②巡礼

地ルルド（フランス南西部のピレネー山麓にある小さな町）で、1858

年農家の14歳の娘に聖母マリアが出現し、それ以来7000件を超す

奇跡の治癒（公式認定69件）。③ファティマの聖母(#45ファティマ)は

ポルトガルの小さな町での聖母出現（何万もの群衆の目前で太陽が

回転したり、水源でない場所での湧水出現、飲用での奇跡的治癒な

ど。◆奇跡は約2000件報告されたが、バチカン承認は16件（判断保

留20以上）。◆確かに「宗教（ism）」の面では、難しい教義より、（母

性）愛や犠牲、共感など、直感的に理解できる奇跡を伴う信仰が信

者獲得には絶対的に有利(#154マザーテレサ)だ。カトリック教は周

辺の異教文化を巧みに取り入れキリスト教に注入した「混合宗教」

(#72クリスマス,#133ハロウィン)のため、異教的奇跡を否定でせず宣

教に利用している。涙や血を流すマリアなど冷静に判断すれば「悪

霊の所業（出エジプトでの悪霊そのもの）」としか思えないのだが。◆

ただカトリック教も一枚岩ではなく、聖母信仰や奇跡、癒しに懐疑的

な聖職者も少なくはないと聞く。今後、カトリック教の欺瞞に気づき脱

出する多くの信仰者に期待する。 

狡猾な陰謀首謀者としてのローマ法王教 

―宗教改革から500年、プロテスタントは陥落した― 

サタンはユダヤ第三神殿(#54)をローマ時代に完成させた(#21タル

ムード,#32イエズス会,#39バチカン)。霊的な形でだが。神のひとり子

イエスキリストの一度きりの贖罪の死により人類救済は完成した。だ

がイエスの死後もユダヤ人は神殿犠牲を継続した。そこで神はAD70

年、将軍ティトスに神殿を破壊させ、それ以後も再建を許していない

（当たり前だが）。◆サタンはAD337年、偽改宗者コンスタンチヌス帝

（生涯、秘密に太陽礼拝を継続）を利用し、（ローマカトリック）偽キリ

スト教会（サタンのユダヤ第三神殿）を置いた。◆このユダヤ・ローマ

カトリック教会の目的は聖書焚書、異端審問等で真の信仰者と正当

教理を絶滅することだった(#167ワルデンセス)。ミサは、「パンと葡萄

酒は実際のキリストの体である」として、全世界で永遠無限にキリスト

の体を切り刻み、血を流させるという背信行為を信者に行わせてい

る（魔術に属する）。◆プロテスタント壊滅は殆ど完成した。プロテス

タント歴史500年という今、プロテスタントはカトリックと一体化する

（#51WASP #15終末の福音派）。サタンがユダとして使徒に入り、そ

の後カトリックを乗っ取り、今プロテスタントも陥落した。➡「使徒20:29 

わたしが去った後、狂暴なおおかみが、あなたがたの中にはいり込

んできて、容赦なく群れを荒すようになることを、わたしは知ってい

る。」「Ⅱペテ2:1 しかし、民の間に、にせ預言者が起ったことがある

が、それと同じく、あなたがたの間にも、にせ教師が現れるであろう。

彼らは、滅びに至らせる異端をひそかに持ち込み、自分たちをあが

なって下さった主を否定して、すみやかな滅亡を自分の身に招いて

いる。」◆私の検索したプロテスタント牧師・教師の殆どを暗号は「偽

物」と断じている（過去暗号参照）。サタンのローマ法王教により送り

込まれた長年の偽教師の大軍によって、「ローマカトリックは正当な

教会だ」と信じ込まされ、見事にプロテスタント（真の信仰者と正当教

理）は壊滅してしまった（上記聖句の警告の通り）。◆プロテスタント

堕落(#23,#55教会)はこの聖書預言にも明らか➡「エレ3:10 このすべ

ての事があっても、なおその不信の姉妹ユダは真心をもってわたし

に帰らない、ただ偽っているだけだ」と主は言われる。 3:11 主はまた

わたしに言われた、「背信のイスラエルは不信のユダよりも自分の罪

の少ないことを示した。」（姉イスラエル=カトリック、妹ユダ=プロテスタ

ントの喩え）◆カトリックだけでなく、プロテスタントの兄姉よ、目を覚ま

して欲しい。キリスト信仰はとても狭いのだから(#22キリスト教)。 

※私は二年ほどカトリック教会で司祭も一緒に（非常に緩い特殊な）共同生活

をした経験がある。一度、修道会のミサにも参加したが、質素だが新鮮な食

事はすがすがしいものだった。だから、こういう記事を書くのは心が重いのだ

が真実の方が大切だ（私はプロテスタント信仰をもちながら参加していた）。 
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神を汚

す 

ダニ7:25「彼はいと高き

者に敵して言葉を出し」 

黙13:6「彼は口を開い

て神を汚し」 

聖徒と戦

う 

ダニ7:21「この角は聖徒

と戦って彼らに勝った」 

黙13:7「彼は聖徒に戦

いを挑んで勝ことをゆる

された」 

神を汚

す大言

を吐く 

ダニ7:8「この角には大

きな事を語る口があっ

た」 

黙13:5「この獣にはまた

大言を吐き、汚し事を

語る口が与えられ」 

聖徒を

迫害する

期間 

ダニ7:25「彼はいと高き

者の聖徒を悩ます、一

時と二時と半時の間」

（1260日） 

黙13:7,5「42ヶ月の間活

動する権威が与えられ

た」（42月=1260日） 

 ダニエル書預言 黙示録預言 
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